



害NGO の役割 : こころのケアを行う草の根NGO の活動
を事例として















４．2008 年 5・12 四川汶川大地震
５．四川大地震における草の根 NGO「お母さんの家」とその活動から
　   派生した NGO「一天公益」の活動








2008 年 5 月 12 日、四川省汶川県映秀鎮を震源地とするマグニチュード 8.0 の四川汶
川大地震（以下、四川大地震）が発生し、甚大な被害をもたらした。五年後の 2013 年 4





5・12 地震が発生してからから 5 年、多くの NGO は撤退したが、現在も被災地で震災
復興支援を続けている草の根 NGO が存在する。そして 2013 年の 4・20 地震での救災
では大きな役割を果たした。災害復興の過程において、復興現場のニーズは常に変化する。

















会団体 2）」、「民弁非企業単位 3）」、「基金会 4）」を指している。1998 年 10 月 25 日国務院
令が公布した第 250 号「社会団体登記管理条例」及び第 251 号公布の「民弁非企業単位
登録管理暫行条例」、2004 年 3 月 8 日国務院令第 400 号の「基金会管理条例」により、
社会団体、民弁非企業単位及び基金会は、政府部門で登録と管理、監督をしっかりと受
ける「合法的 NGO（法定 NGO）」である。
NGO の分類としては広義的に「登録 NGO（合法 NGO）」、「草の根 NGO」、「住民組織」















中国では 1994 年、環境 NGO「自然の友」が北京文化書院の教授によって設立されたこ
とが草の根 NGO 歴史の始まりとされている（李 2008：4）。発展するきっかけは 1995
年の北京世界婦人大会であり、期間中に女性 NGO フォーラム北京が行われ、NGO が中
国で初めて知られるようになった（王ら 2002：30）。
中国では NGO の登録が非常に難しい。例えば「民弁非企業単位登記管理暫定条例」
（1998 年 10 月 25 日国務院令第 251 号発布）の第 3 条及び第 5 条では「業務主管部門」
の審査と「登録管理機関」（国務院民政部門及び県レベル以上の地方各レベル人民政府民







るのは困難であり、多くの草の根 NGO は事実上登録から排除されている（李 2010：2‐3）。











事業を主管するようになった。そして 2003 年の SARS 発生以降、急速に救災するシス







































































４．2008 年 5・12 四川汶川大地震
2008 年の四川大地震の震源地は、四川省の成都市から西南西約 75km 地点にある汶川
県映秀鎮である。死者数 68,712 名、行方不明者 17,923 名、負傷者 91,177 名、経済損失
は 8,452 億元（およそ 11 兆円）にのぼる。小中学校校舎の崩壊によって、多数の児童生
徒たちが犠牲となった（宮入 2011：935‐942）。四川盆地周辺では、20 世紀以降、1933
















中国における NGO の救災参加に関連する法整備も進んできている。2008 年 6 月 8 日
に国務院が「汶川地震震災復興再建条例」を公布した。「原則」として、「被災地の自力再
生と国家支援、対口支援の融合」、「政府主導と社会参加の結合」が規定されている。2008
年 9 月 19 日、国務院から「国家汶川地震震災復興再建総合計画」が発表された。2008 年




2008 年四川大地震発生後、300 の NGO と 300 万人のボランティアが救災活動に参加
した。しかし四川大地震の復興期においては大量の NGO が無秩序に被災地域に入り、そ
の後、次々と NGO が撤退した。政府との協力が「二極化」し、組織内部の管理の問題や、




























分けられる。第 1 段階は応急対応期で、2008 年 5 月 19 日から 2008 年 9 月までである。「お
母さんの家」の前身であり、仮設住宅での活動を展開した「全国心理援助連盟」がこの活
動をおこなった。第 2 段階は復旧・復興期の「お母さんの家」と「一天公益」の活動であ
る。「お母さんの家」の活動は 2008 年 9 月から 2009 年 9 月までの仮設住宅で活動をおこ
ない、2009 年 9 月から現在までは貸しオフィスで活動を継続している。そして、2011 年
4 月 25 日から現在まで、政府が提供したオフィスで活動を展開しているのが「一天公益」
である。
第 1段階　緊急対応期の活動　「全国心理援助連盟」の活動
「全国心理援助連盟」は「お母さんの家」の前身となる NGO である。この NGO が活





小学校が崩壊したことによって 7 歳～ 13 歳までの多くの子供の命が奪われた。その母
親達は 30 歳～ 40 歳である。大事な「一人っ子」を失ったため、心理カウンセラーたち
を含め、誰とも口を聞こうとしなかった。このような母親達を見たメンバーたちはすぐ
に「喪子母親（子供を失った母親）」と子供達を対象に心のケア活動を始めた。グループ




地震後 12 日目の 5 月 23 日には、「天府陽光テント学校」をスタートした。子供達に安
心感を与えるため、「慣れた環境」、「秩序ある活動」、「帰属できる集団生活」を提供する
のが目的であった。158 名の子供達と、教師 18 名が「天府陽光テント学校」で学校生活
を送った。2008 年 6 月 15 日、子供達の心の健康に関する調査を行った。その調査では、







・仮設住宅で「お母さんの家」が行っていた活動（2008 年 9 月から 2009 年 9 月）




出所：2008 年 7 月「お母さんの家」
写真 2：　全国心理援助連盟による
　　　　   天府陽光テント学校
出所：2008 年 7 月「お母さんの家」
57四川汶川大地震・四川芦山地震の震災復興における中国災害 NGO の役割
























・貸オフィス 7) での「お母さんの家」の活動（2009 年 6 月から現在まで）
「復旧・復興の段階」では「緊急対応期」のような効果はすぐに見えない。この新しい
段階において「常に隣にいるから安心できる」という被災者の声に応えて、活動をより細
分化し、5 つのプランを実行しはじめた。「母親講堂」など講座による A プラン（安全プ
ラン）、科学的妊娠する知識の普及と心のケアの B プラン（健康プラン）、子供を失った





内 180 名以上は新しい子供を産むことができた。D プラン（手をつなぐプラン）は 2011
年 10 月にスタートしたプランである。活動内容は都会の小学校六年生 8）までの子供が自
分より一歳年下の被災地農村の子供とペアを組み、衣類や文房具などを寄贈することであ











出所：2012 に年 8 月「お母さんの家」より
????????????????2012? 9???
????? ????????????? ?????







出所：2009 年 10 月「お母さんの家」
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後 11）」、「90 後 12）」の大学生は週末、冬休みと夏休みにボランティア活動に参加している。













出所：2011 年 8 月「お母さんの家」
写真 6：「一天公益」ボランティア、政府
関係者が参加する交流会














したといえる。｢一天公益 ｣の様々な活動により、中国で ｢公益 ｣という理念を普及する
ために尽力しはじめた。その結果、「災害」という枠組みを超えた恒久的なテーマへの取
り組みへとその活動の領域を広げることに成功したといえる。
６．2013 年 4・20 四川芦山地震
2013年の 4・20地震では、218万人が被災したとされる。死亡者 196名、行方不明者 2名、








4・20 地震が発生した後、2008 年の震災で復興活動を継続してきた多くの NGO が重
要な役割を果たした。震災の当日に成都公益組織による 4・20 連合救援行動が設立され
た。多くの基金会及び公益組織が参加した。その多くは 2008 年 5・12 地震発後被災地で
活動してきた NGO である。四川省・雅安市の抗震救災指揮部社会管理サービス部により、
2013 年 5 月 12 日に雅安市では「雅安市抗震救災社会組織とボランティアサービスセン
ター」を設立した。目的とは社会組織とボランティアの活動の窓口になり、情報収集、人
材の募集・トレーニング・派遣、社会資源の整備などの活動を行う。5 月 14 日までには
61四川汶川大地震・四川芦山地震の震災復興における中国災害 NGO の役割
参加した組織は 259 である。3,944 人のボランティアが登録し、そのうちの 1,093 人のボ
ランティアが被災地で活動をしている。センターの設立により、NGO 及びボランティア
が救災活動に参加しやすくなった。
　2013 年 4・20 地震での救災活動
4・20 地震の発生後、「一天公益」は「4・20 ソーシャルワーカー・こころのケアグルー
プ」を組織した。4 月 20 日の夜に「4・20 ソーシャルワーカー・こころのケア系統的に
協力する介入計画」を制作した。「住民の自助」を今回救災活動のモットーとして救災活
動を進めるために、四つの期間に区切った計画を立てた。震災発生後 72 時間緊急救援期（4
月 20 日～ 4 月 23 日）、地震発生後 2 週間の緊急避難期（4 月 24 日～ 5 月 3 日）、震災発
生後三カ月の避難時期（5 月 4 日～ 7 月 20 日）、震災後 3 年の復旧 ･復興期（7 月 21 日～）
である。次に筆者らが 2013 年 6 月の調査で把握した活動内容に基づいて整理する。
第一段階の活動　2013 年 4 月 20 日～ 2013 年 4 月 23 日（震災発生後 72 時間緊急対応期）
災害復興のための「資源の整備」に力を入れ、震災後 72 時間以内に 2,000 名以上の心
理及びソーシャルワーカーのボランティアを集めた。更に被災地の状況に応じて最初の
72 時間、被災地に入らないようにした。同時に 2 つの企業、3 つの基金会、4 つの大学、
5 つの政府関連部門、6 つの公益組織との連携を即座におこなった。









出所：2013 年 6 月筆者撮影
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公益組織と積極的に情報交換を行った。また「住民の自助」を促進するために現地ボラン
ティアの育成に力を入れた。4 月 24 日に政府の許可を得て霊関中学校で臨時「ソーシャ
ルワーカー・こころのケアステーション」という拠点を設置した。学生ボランティアが自
ら設計した木造仮設学校「童縁心立方」と、0 歳～ 6 歳までのベビー用活動センター「ベ















2008 年 5・12 四川汶川大地震から見る 2013 年 4・20 四川芦山地震の経験







出所：2013 年 5 月 5 日「一天公益」
写真 10：「一天公益」
木造教室で幼稚園の先生による講義
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The role of post-disaster NGOs in the 2008 Wenchuan and 2013 Lushan 
Earthquakes in Sichuan in P.R. China: 
A case study of grass-roots mental support NGOs
Yumei ZHANG and Junko OTANI
?This paper examines a case study of the evolution of Chinese NGOs following the 2008 
Wenchuan Earthquake in Sichuan, P.R. China on May 12. The 2003 SARS epidemic is said to have 
been the opportunity for Chinese NGOs to enter disaster relief operations. Yet in the aftermath of 
the Wenchuan Earthquake, about 300 NGOs and 3 million volunteers participated in disaster relief 
activity. The year 2008 is therefore regarded as the birth year of Chinese NGOs and volunteerism. 
Just before the fi ve year anniversary of the Wenchuan Earthquake, the Lushan Earthquake occurred 
in Ya-an, Sichuan, on April 20, 2013. Many Chinese disaster NGOs were already operating in the 
disaster-affected area in Sichuan, in coordination with the government. The response to the 2013 
earthquake was more efficient because the system was already in place and more experienced 
personnel were available after the 2008 experience. However, there were sustainability problems 
regarding both fi nancial diffi culties and human resource management. With this in mind, this paper 
introduces a case study of the grass-roots NGO, “Mother House”, which supports mothers who lost 
their only children in the context of China’s population policy. It also examines an organization 
called “Chengdu One-Day for Social Work Service Center” which provides mental care support 
among other types of supports. Further research is required on NGOs in the Chinese context and 
on their longer-term evolution and consequences.
四川汶川大地震・四川芦山地震の震災復興における中国災害 NGO の役割
